
平成２９年度 自己評価表 
鳥取県立鳥取西高等学校 

教育目標 
藩校「尚徳館」の「文武併進」の精神を受け継ぎ、高い志を持ち、幅広い教養を身につけ、社会の進歩・発展に貢献

する創造性豊かな人間を育成する。 

 

今年度の重点目標 

「深い学び」「幅広い学び」による高い進路目標の実現 
・学問の奥深さに触れ、深く学ぶことの喜びを実感できる授業を研究・実践する。 

・生徒の能力を引き出し、高い進路目標を実現するための施策を徹底する。 

・生徒の良識を培い、社会性を高めるための指導を推進する。 

・学習と部活動の両立を支援し、スポーツ・文化芸術活動の充実を図る。 

・スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）事業を組織的に推進する。 

中長期目標 

１ 生徒が学問の意義に目覚め、深く学ぶことの喜びを実感できる質の高い教育を推進する。 

２ 生徒が確かな学力を身に付け、自己の将来像を描き、進路目標を実現できる教育を推進する。 

３ 生徒に良識を培い、自律と規範、自立と共生の精神を涵養することによって、社会のリーダーとなる素養を育てる。 

４ 教科の学習とともに、部活動や学校行事などの体験的活動への積極的参加を通じ、知徳体のバランスのとれた人間

の育成を図る。 

 

 

 評価基準 A:十分達成〔100％〕 B:概ね達成〔80％程度〕 C:変化の兆し〔60％程度〕 D:まだ不十分〔40％程度〕 E:目標・方策の見直し〔30％以下〕                                       

年 度 当 初 評 価 結 果（10 月） 

評価項目 評価の具体項目 現状 目標(年度末の目指す姿) 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

深く学ぶことの喜
びを実感できる授
業の研究・実践 

○奥深く魅力的な知の世界に
触れる機会を充実させる。 
 
○生徒相互の刺激により、切
磋琢磨しつつ成長できる機会
を増やす。 

○各教科でアクティブラーニングが浸
透、図書館との連携も進み、主体的な学
びを促す授業実践が積みあがってきて
いる。 
 
○「思索と表現」をはじめとしたＳＧＨ
事業への取り組みにより、分析力・考察
力が育ちつつあり、互いに議論し、解決
方法を提案しようとする姿勢が見受け
られる。 
 
○生徒の知的活動を支援する態勢を整
え、積極的に高校生フォーラム、科学の
甲子園、エコノミクス甲子園等の各種大
会・コンテストに参加している。 

○日常の授業に探究活動を取り入れるな
ど、学問の奥深さに触れる質の高い授業を
展開する。「学習の深まりとともに、自ら学
ぶ意欲が高まった」生徒の割合（アンケー
ト）を９０％以上に高める。 
 
○ＳＧＨ事業を有効に活用し、より多くの
生徒が主体的に知的活動に取り組むよう、
「思索と表現」の内容を充実する。 
 
○生徒への情報提供を継続し、各種大会・
コンテストに積極的に参加するよう支援態
勢を強化する。 

○探究活動や知的交流の指導方法や実践の共

有を進め、全教科を通じて知の世界の豊かさ

に触れ、生徒相互の刺激による深まりのある

授業を展開する 

○「思索と表現」の実践の蓄積を生かし、探

究心や知的好奇心を刺激して、課題発見力や

批判的思考力を育てる活動へと深化させる。 

○科学オリンピック、科学の甲子園、国際交

流などへの情報提供を継続し、生徒の積極的

な参加を支援するとともに、知の交流の場と

しての図書館活動や芸術活動を充実させる。 

○各教科・各クラスで探究的な活動を取り入れ、地

域資源を活用した教材の開発を進めるなど、知的好

奇心を喚起し、主体的に学ぶ姿勢の育成に努めてい

る。その一方で、『もっと科目の内容に触れたい』と

いう評価が必ずしも高くなく、今後も教科・科目の

魅力を伝えていく必要がある。 

○「思索と表現」の活動を通じて、情報を収集、グ

ループで共有、協力して分析を行い、解決方法を提

案しようとする力の高まりが見られる。一方で、研

究テーマによっては時間不足等の課題がある。 

○科学オリンピックや科学の甲子園、国際交流事業

等に参加した生徒の報告の場を学年集会で設定し

た。その成果もあって、各種の大会の予選会等に参

加する生徒が増加する傾向にある。 

Ｂ 

〇教員同士の情報交換をより積極的に行

い、他の教科や学校行事等とのつながりの

可能性も含め、深まりのある授業の在り方

について引き続き検討する。 

○探究学習や知的交流の手法について、生

徒・職員が情報共有し協議できる機会を増

やし、生徒・教員の変化がより詳細に分かる

ような評価指標を検討する。その上で、到達

点が分かるようなルーブリックや探究学習

マニュアルなどの改善を進める。 

○科学オリンピックや科学の甲子園、国際

交流事業等を契機として、高い目標をもっ

て生徒同士が刺激し合える環境を整える。 

高い進路目標を実
現するための施策
の徹底 

○生徒の優れた能力を引き出
すための授業の改善に取り組
む。 
 
○高い進路目標に向かう姿勢
と態度を育むための取組を充
実させる。 

○教科指導を中心に各種研修会・学会等
に参加し、研究授業も行って指導力の向
上に努めるとともに、協同的・探究的な
手法を取り入れた授業実践を積み上げ、
主体的・自律的学びを促している。 
 
○きめ細やかな面接指導を基盤としな
がら、生徒の学習意欲向上・進路意識の
育成に努めるともに、自宅学習の状況を
把握し、生活全般への目配りをしなが
ら、指導に役立てている。 

○各種研究会・学会等に参加して得た成果
を確実にフィードバックし、教科全体の指
導力向上につなげる。 
 
○高い学習到達目標を設定し、生徒の知的
好奇心に訴え、内発的な動機を高める授業
を実践する。日常の授業に協同的・探究的
な活動を取り入れ、発展的な学習に主体的
に取り組む生徒を育成する。「授業を受けて
科目への興味・関心が高くなった」生徒の
割合（アンケート）を８０％以上に高める。 
 
○３年間を見通した進路シラバスに基づい
た、きめ細かな指導により生徒の学習意欲
を引き出し、高い進路目標を持ち自律的に
学習に取り組む生徒を育成する。 

○各種研究会・学会等に参加して得た成果を

共有するともに、実際の学習指導における生

徒の能力を引き出す実践の交流を推進する。 

〇授業でのグループ活動や討議を取り入れつ

つ、個々で行う活動や学習に接続させる指導

を工夫する。また、実験・実習や創作活動に

より思考力や表現力を高める。 

○進路志望調査や面接を通して生徒の進路意

識を揺さぶり、より高い目標に向かう姿勢と

態度を持てるよう指導する。 

○自宅学習時間調査を活用して、学習時間を

確保するとともに、教科の枠を超えて教員間

の連携を図り、自律的で充実した学習ができ

るように指導する。 

○各種研修会での内容を教科内で共有し、日々の授

業実践に取り入れている。積極的に教員が学会等に

参加し、自己研鑽に励んでいる。 

○「授業を受けて科目への興味・関心が高くなった、

視野が広がった」生徒の割合は、多くの教科科目で

７５％前後となっている。目標である８割には届い

ていないが、増加傾向にある。 

○進路ＬＨＲや面接等において、生徒の進路意識の

醸成に努め、各種講演会の実施などにより、進路意

識と学力の向上を図っているが、生徒によって進路

意識に差があり成果としてはまだ十分とは言えな

い。 

○自宅学習時間の結果などの各種調査結果を活用し

て、より高い進路志望を維持させ、継続して努力さ

せるための指導をしている。教科間での学習時間バ

ランスの是正に努めているが、十分な家庭学習へと

つなげられていない面もある。 

Ｃ 

○各種研修会や学会等の内容を、教員相互

で共有して授業等に還元できるよう、引き

続き研究を進める。 

○継続的な取り組みの中で、個々の生徒の

実態に合わせた指導を進め、三年間かけて

個々の実力をどう積み上げていくか、また

上位層をどう育てていくか、引き続き検討

する。 

〇面談指導に当たって、キャリア教育の視

点からの指導の指針を教員間で共有し、目

先の進路選択にとらわれない、生徒の内省

を促す指導を進める。 

○教科全体で研修や実践について情報交換

をしながら教材開発を進め、個々の生徒の

学力･進路意識に応じた対応や家庭での学

習を促す授業のあり方を工夫する。 

良識を培い、社会
性を高めるための
指導の推進 

○全員を良識、基本的生活習
慣の身に着いた西高生にす
る。 
 
○他者と積極的にかかわる豊
かな人間関係づくりを推進す
る。 

○職員の共通理解に基づいた指導によ
り、生徒は節度と良識ある学校生活がで
きている。あいさつ運動や部活動、各種
行事の取り組みを通して、多くの生徒が
規則を守り、落ち着いた学校生活を送っ
ている。 
 
○ＳＧＨ事業での縦割り活動や学校行
事、学級活動など様々な場面で、学びや
気づきを促す活動を通じて多様で健全
なものの考え方を育み、豊かな人間関係
を築いてきている。さらに、学年を超え
た自主的活動や集団活動の一層の活性
化が望まれる。 

○節度と良識を持ち、多様な人間関係づく
りのできる感性豊かな人材を育成する。「規
則やきまりを守り、けじめのある生活をし
ている」生徒の割合（アンケート）を９０％
以上に高める。 
 
○心身の健康を適切に管理・改善していく
力を育成する。 
 
○ＳＧＨ事業の「思索と表現」や海外交流、
校内外の各種行事などの多様な活動への参
加を通じて、リーダーとしての資質やコミ
ュニケーション能力を育てる。 

○日常の些細な変化を見逃さず、全職員が連

携して指導に当たり、自律的に生活できる生

徒を育成する。 

○家庭・地域と連携しながら、人権が尊重され

る社会の担い手として必要な資質・能力を身

に付けた生徒を育成する。 

○健康教育の場としての保健室の役割を充実

させるとともに、面談や hyper-QU アンケー

トの活用により生徒理解に努め、個に応じた

相談活動を行う。 

○生徒会活動や「思索と表現」などにより生徒

の主体的、協同的、創造的な活動を促し、校内

外の多様な他者との関わりを通して、他者と

協働する力を高め、指導力を発揮できる生徒

を育成する。 

○身だしなみは落ち着いており、あいさつも改善傾

向にあり、多くの生徒が規律ある学校生活を送れて

いる。 

○個人で思考する場面と議論する場面を組み合わ

せ、学びや気づきを促す活動を実践する中で、互い

の意見を認め合いながら思考を深めるとともに、他

者と積極的にかかわる人間関係作りができつつあ

る。 

〇教育相談委員会、事例検討会や hyper-QU の活用を

通して、学年と教育相談、保健室との情報共有を進

め、連携を取りながら生徒の心身の健康管理に取り

組んでいる。 

○生徒会執行部を中心に企画した行事や「思索と表

現」などにおいて、様々な仲間たちと接していく中

で、主体的に他者と協働する力が高まってきており、

多様で健全なものの考え方や豊かな人間関係を築き

つつある。 

Ｂ 

○日常の些細な変化を見逃さず、引き続き

全職員が連携して指導を行う。 

○生徒にとって身近なものからグローバル

なものまで、ともに考え、話し合いながら自

分の考えを豊かにする活動を今後も継続し

ていきたい。 

○保健室・相談室と学年、担任との連携を今

後も行うとともに、教科担任、クラス担任と

情報を密に共有し、生徒の日々の変化を見

逃さないように指導していく。 

○様々な教科・科目での実践事例を、教科を

超えて共有し、多くの生徒が、クラスや学校

全体の活動に主体的に参加できるような工

夫をさらに進める。 

学習と部活動の両
立と、スポーツ・文
化芸術活動の充実 

○全員が学習と部活動を両立
できるための指導を推進し、
環境を整える。 
 
○スポーツ・文化芸術活動の
充実を図り、豊かな人間形成
をめざす。 

○制約が多い中で、運動部・文化部ともに

自律的・積極的に活動しており、その経験

を他生徒に還元しようとする意識が高まっ

ている。学習と部活動の相乗効果が高まる

ような一層の工夫が必要である。 

 

○教科学習や部活動において芸術文化活動

に積極的に取り組んでいる。また、図書館活

動において、芸術・文化活動に触れ、情報発

信することで学校の活性化を図っている。 

○学習と部活動の両立を図り、部活動や学
校行事を通じて、心身を鍛え、バランスの
とれた豊かな感性を育成する。「学習と部活
動の両立ができている」生徒の割合（アン
ケート）を８０％以上に高める。 
 
○芸術における創作・鑑賞活動を通じて、
豊かな感性と創造的な表現力、芸術活動へ
の意欲・関心を育てる。また、多様な文化
活動に積極的に参加する生徒を育成する。 

○生徒の実態を把握し、学習と部活動の両立

と心身の健康な成長を支援する。また、部活動

終了時間を遵守させる。 

○各部の上位大会への出場をめざし、互いを

尊重しながら高め合う態度を育てる。また、そ

の経験を他の生徒へ還元する機会を増やし、

個々の生徒が成長する環境の整備に努める。 

○多様で優れた芸術文化に触れる機会を増や

すことで、豊かな感性を養うとともに表現能

力を高める。 

○学習と部活動の両立や、自律的な生活を送るよう

に働きかけており、頑張っている生徒がいる一方で、

学業が疎かになりがちな生徒も見られるが、３年生

の部活動引退以後の切り替えがおおむねうまくでき

ている。 

○校舎改築によって部活動に制約がある中、多くの

部活動が上位大会への進出を果たした。また、その

経験をさまざまな機会を通して、他生徒に還元しよ

うとする意識が高まっている。 

○音楽ホールの新設に伴って環境が整い、優れた芸

術文化に触れるためのプログラムが年間行事の中に

複数回位置づけられ、学校祭においても、芸術での

学習内容を紹介するなど、文化活動が充実している。 

Ｂ 

○技能の向上はもちろん、礼儀や清掃など、

心の成長を促す指導も含めて、自律的な生

活を送るよう指導するとともに、部顧問、保

護者との連携を強化して学業と部活動が両

立できるように取組を徹底する。 

○部活動やその他の校外での生徒の経験

を、他の生徒に還元できる場づくりをさら

に進める。 

〇音楽ホールの有効な活用も含め、芸術文

化に触れる活動のさらなる充実を図る。 


